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１．研究の背景

豊富に存在する地球資源を利用して、最大限の機能を発現する新しい分子および材料の開発が求められている。その開
発戦略として、分子や金属イオンの間で働く可逆的な相互作用を利用して、ナノメートルサイズの分子集合体を精密に構築
する技術が注目されています。しかしながら、高い光機能性を有する分子集合体を、簡便にかつ大量に合成する方法やその
集合体の機能開拓は十分に達成させていない。

２．研究の目標

本研究では、新規な光機能を有するナノサイズの分子集合体の創成を目標とします。汎用性の高い金属イオンや有機分
子を利用して、それらを必要な数や種類、狙いの位置に自発的に集めることで、ナノサイズの空間を有する発光性の分子集
合体を選択的に組み上げます。さらに、その内部空間への分子の取り込みによる新しい光機能を開拓します。

３．研究の特色

本研究の特色は、①汎用性の高い金属イオンや有機分子を活用して、②それらの自発的な集合化により、③ナノサイズの
分子集合体を簡便にかつ精密に作成するとともに、④その内部空間を利用した前例のない光機能を創出する点にあります。

４．将来的に期待される効果や応用分野

光センサーや有機ＥＬ、太陽電池などの光機能を備えた機能性材料の開発は、現在の化学産業において最も重要な先端
研究分野であります。その根幹にある分子の機能向上が、それらの材料の革新的な発展に直結します。本研究では独自の
分子集合体を基盤にして、新しい開発戦略による次世代の光機能性素子の創製に挑戦します。
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